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《S?5ii^l& 用》 

800 人の 雇用 を 守る 
阿部 長 商店、 ホテル 観洋 




保育所 • 保育園 スタ I 卜 

06 月 M 曰から はじまる o 



、 、ビ 

工場 や 冷凍庫が 壊滅 的 被 

害 を 受けた。 ホテル も 一 一階 

まで 浸水し、 ライフ ライン 

は 寸断。 観光 業 も 先が 見え 

ない 状態に なった。 

全員 解雇の 決断 か、 それ 

とも 何とか 続ける 方法が 

ないか？ ：• 迷って いた。 

被災 直後、 状況 を 調査して 

歩いて いた 阿部 会長が ゲ 

キを 飛ばした。 「やる ぞご 

昭和 8 年生 まれの 力強い 

意思の 表示であった。 さて、 

どのよう にして 雇用 継続 

する のか。 「中小企業 緊急 

雇用 対策 事業」 が ある 

こと を 知り、 一 年間 従業員 

を 朝から 晚 まで 研修 をす 

るので ある。 それに 国 は 給 

料の 何 ％ か を 援助す る 事 

業で ある。 懸命に 取り組ん 

でい る。 一 人 も 眠つ ている 

人が いない。 

元の ような 会社に した 

い。 我が家の 家計 を 何とか 

守りたい との 思いが 伝わ 

つ てく る。 

謂 人の 従業員が 支える 

一 人 ひとりの 後に は 4〜 

5 千 人の 家族が いるの だ。 

実に 有難い 決断で ある。 

私 も 何とか 応援したい 

と 思い、 恥 をし のんで 月 4 

$5 回、 講師 を 勤めさせて 

いただい ている。 

話す 方 も 聞く 方 も 大変 

な 事業で ある。 復興 を 祈る 

のみで ある。 



号 水 

日 

5 2 

2 

第 5 



錁文 浜辺の 里づ くり 

スタ I 卜 



歌津 地区に おける 仮設 

住宅 建設 もい よいよ 終盤 

を 迎えようと している。 避 

難所 や 町 外 集団 避難 をし 

ていた 被災者の 方々 も ふ 

る さと 歌津に 戻りつつ あ 

る。 

さて、 いよいよ 復興に 向 

けての 出発で ある。 歌津地 

区の 中心 市街地と なる 伊 

里 前 地区 や 各部 落の 集落 



も 安心し て 暮らせる 高台 

に 集団 移転 をしたい とい 

う 声が 大きい。 既に 議論 を 

始めた ところ も ある。 

当 協議会で は、 被災者が 

どう 考えて いるか を 把握 

する ため、 調査 を 開始した。 

今後、 町 や 県の 事業と し 

て 実施す る 際の 大事な 資 

料と なる はずで ある。 

各部 落 内で 将来の 集落 



づ くりに ついて 大いに 議 

論 を 重ねて 住み 良く、 そし 

て 住んで みたくなる 集落 

を 皆で つくつ て ほしい。 

タイトルの 「繙文 浜辺の 

里づ くり」 は、 今回 各部 落 

に 出向き、 どの辺に 集落 を 

移したい か 伺った ところ、 

海が 見える 高台 を 希望し 

ていた。 そこ は、 縛 文 貝塚 

付近であった。 遠く 一 万年 

も 前、 先人が 住んで いたと 

ころで ある。 繩 文人 は、 安 

全な ところに 居 を 構え、 必 

要な とき 必要な だけ 自然 

の 恵み をいた だいて 生活 

をして いたので ある。 いく 

ら 科学 や 道具が 発達して 

も 自然の 力に はどうに も 

ならない と 言う こと を 思 

い 知らされた 今回の 大震 

災、 反省の 意味 も 込めて 少 



し 不便で は あるが、 安全 を 

第 一 に 考えた 里づ くり を 

目指す 覚悟 を こめ、 「緙文 

浜辺の 里づ くり」 としたい。 



大震災 後、 伊里前 契約 会 

ではい ち 早く 平成の 町 割 

りと 銘打って、 契約 会の 持 

ち 山 を 提供し、 伊里前の 町 

を 復興した いと 会員 あげ 

て 取り組んで いる。 非常に 

すばらしい 事で ある。 

そもそも 伊里前の まち 

は どのよう にして、 い つ 頃 

つくりあげた のだろう か。 

町史 によれば、 今から 三 

百 十八 年 前 仙 台 藩 は、 領内 

の 東 浜 街道 (仙 台 を 起点と 

し、 細 浦 蛇 王から 白山 を 通 

り 中 在 供養 敷きに 抜け 石 




泉、 小 泉に 抜ける 街道) の 

整備 を はかり、 新しい 宿場 

町 をつ くり、 伊里前 駅 (道 

の 駅 はこ こからの 発想と 

思える) とした。 

長さ 2 町 (約 m m) 道 

路の 中央に 用水路 を 通し、 

両側に 門口 6 間 1 尺 8 寸 

(約 u m) 奥行き 2 5 間 

(約れ m) に 区画され た 

(間口が 狭 いのは、 当時の 

税は 間口の 広さで 税額が 

決まって いたので 狭く し 

たと 伝えられ ている)。 上 

町と 下町に 区分され、 それ 

ぞれ H 区画 づ つ W 区画 

をつ くった。 当初の 屋敷 軒 

数 は ^ 軒と 伝えられ てい 

る。 この 町 割り は、 伊里前 

牧野 (現前 町 切) と 中 在 宇 

南 田が 構想 を 話し合い、 作 

業に あたった の は 峰畑甚 

左 右衛門で あつたと 伝え 

られ ている。 町 割り 当初の 

分家 は、 牧野 家 6 軒、 千 葉 

家 3 軒、 払 川 左足 1 軒 へ 阿 

部 家)、 上 沢 日陰 1 軒、 上 

沢 梅の 木 1 軒、 寄 木小湊 2 

軒、 高 橋 1 軒な どであった 

と 伝えられ ている。 

以上が 元禄 6 年の 町 割 

りで ある。 (次号へ 「平成 

の 町 割り」 つづく) 



今回の 大震災で 床上 浸 

水した 伊里前 保育所 は 子 

ども 達が お昼 寝 をして い 

た 布団、 着替え バック 等 ど 

れも 水浸しと なった。 自衛 

隊 による 整備、 職員の 方々 

及び ボランティアの 皆 さ 

ん による 清掃に より 6 月 

H 日 入所 式が 行われた。 

名 足 保育園 も 5 月末まで 

避難所と なって いたが、 同 

じく^ 日 入園 式が 行われ、 

共に 保育所 • 保育園が 本格 

的に ス夕— 卜した。 

今回、 保育所 • 保育園が 

はじまる にあたり、 通園バ 

ック、 着替え バック、 上靴 

入れ、 布団 等が 寄附され、 

感謝の 気持ち を 胸に 抱き、 

手渡された 持ち物に 名前 

を 記入した。 

伊里前 保育所 は、 お昼 寝 

時間 中に 強い 地震に 襲わ 

れた。 パジャマの 上に 服 を 

着せ、 これから 避難 させよ 
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うと 思い 窓の 外 を 見た。 そ 

の 光景に 驚く。 家が 横に 動 

いている ！ 逃げな く て 

は •： とっさに 裏山に 逃げ 

る こと を 選んだ。 子ども 達 

は 実に 冷静だった。 一 人 も 

泣かずに 先生方の 指示 通 

り 行動し、 道な き 山道 を 避 

難し、 避難所で ある 歌津中 

学校に 迪り 着いた。 それに 

より 犠牲者 を 出さずに す 

んだ。 とても 誇らしい 先生 

方で ある。 

いっから 始まる のか。 今 

年 は 無理 かもしれ ない と 

思いながら、 待ちに 待った 

保育所 • 保育園 はよう やく 

子ども 達の 元気な 声と 笑 

い 声が 響き だした。 



水産業 を 手掛ける 阿部 長 

商店が i 人 を 超える 従業 

員 を 雇用して いる。 

今回の 東 日本 大震災で 

石 巻 巿渡波 工場から 大船 

渡 市に かけて 立地す る 加 



歌津 地区 死亡者 • 行方不明者 集計 
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【義援金 口座 を 開設いた しま した】 

南 三 陸 町歌津 地区の 子 どち たちの 教育の 
ためと 歌津 地区の 復興の ため、 義援金 口座 を 
開設いた しました。 ご 支援 をお 願い 申し上げ 
ます。 

教育に 使って ほしい 方は教 と、 復興に 使つ 
て ほしい 方 は 復 とご 記入 下さい。 
口座 番号 ： 仙 台 銀行 歌津 支店 普通預金 

3072091 
口座 名義 ： すばらしい 歌津 をつ くる 協議会 

会長 小 野 寺 寛 
問し、 合せ 先 ： Web ： utatsu.jimdo.com 

e-mail: utatsul @gmai1.com 
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^ クッス 販売 を はじ « ます// 

「すばらしい 歌津 をつ くる 協議会」 では、 一 曰で ち 早く 生活の 再建に 向け、 グッ 

ズ （T シャツ、 タオル、 うちわ） の 販売 を はじめます。 
地域の 復興の ため、 また 曰 常の 生活 や 美しい 南 三 陸 を 戻す ために ご 支援 をいた 
だいた 方々 へ 感謝の 気持ち を 込めた グッズ を 作成し ました。 
なお、 この 物品の 売り上げの 収益に つ さまして は、 すべて 地域の 復旧 • 復興 及 

び 生活 支援に 利用 させて いただきます。 




T シャツ 白 （S • M • L • XL) T シャツ 

うちわ （表 ： ありがとう、 裏 ： 南 三 陸 歌津） 
八ン ド タオル （ありがとうの 刺繍） 

※丁 シャツの 前に は 絆、 後に は 南 三 陸 歌津の 文字が 書かれて いる。 




『復興に 向けて ワカメ 養殖 作業 始ま る 』 




稲渕 地区の みなさん 



参った 参った 



通夜 や 火葬と いえば 喪 

服に 黒 ネクタイ、 そして 皮 

靴が 普通で ある。 しかし、 

そこに は 違って いた。 喪主 

はジ ヤン パ —に 長靴 姿。 ま 

さに 着の 身 着の ままで あ 

る。 ご 遺体 も 着の 身 着の ま 

まで ある。 実に 傷まし い 遺 

体 安置 所の 光景で ある。 私 

は 菩提寺の 住職と 共に 毎 

日夕 方 5 時に 遺体 安置 所 

である 体育館に 枕 経 や 通 

夜のお 勤めの 付添いと し 

て 通った。 ビニ ー ルシ ー 卜 

が 敷かれた 冷たい 床に、 毛 

布に 包まれた 犠牲者が 横 

た わつ ている。 何とも 言い 

ようの ない 雰囲気。 住職 は 

お 一 人お 一 人の 俗名 を唱 

えて、 菊 農家が 寄附され た 

菊の花 1 束 をお 供えし 御 

経 唱える ので ある。 ご 家族 

は 悲しみに くれ、 火葬の 曰 

程 も 決まらず、 決ま つ て も 

火葬場まで 行く 車 もガソ 

リン もない。 遺族 は 何とか 

してと 担当者に 言い寄る。 

何とか 火葬の 日程が 決 

まった。 ご 遺体 は 軽 卜ラッ 

クに 乗せられ、 少ない 燃料 

を 気にしながら 隣の 巿の 

火葬場まで 運ばれる。 通常 

業務が 終わった 5 時 以降 

にお 願いして 夜中に 火葬 

が 終わる。 これが 津波 被害 

の 現実で ある。 一 一度と この 

悲しみ や、 やり 場の ない 悔 

しさ を 繰り返して はなら 

ない との 思いが 込 上げる。 



【死亡者】 

〈高 区〉 

三 浦 養 治 三 浦み よ 子 

山 内吉勝 井上 翼 

三 浦 洋 阿部 市 之 進 

菅 原由 治 

8 の 浜〉 

阿部 文 夫 阿部 こはつ 

稲葉 八千代 阿部 権 吾 

小 野寺久 一 

〈寄 木〉 



〈伊里前 上〉 

阿部 清 光 

山 内 新 治 及 川 フミ 子 

阿部 祐子 

〈伊里前 下〉 

千 葉亀藏 三 浦 信 明 

及 川な みこ 高 橋 一 夫 

及 川 テル 子 菅原清 子 

高 橋 かよ子 山 口春 樹 

三 浦 夫 三男 

〈館 浜〉 

三 浦と みの 千 葉 正義 



三 浦と くへ 千 葉 はつの 

〈泊 浜〉 

三 浦貞子 阿部 はな 

高 橋 律 子 岩石 和 江 

阿部 勝 喜 高 橋 郁 

三 浦 ふよ こ 

< 馬場 > 

鈴 木 を しん 佐 藤 勝 夫 

及 川忠男 及 川 輝 雄 

木皿 洋巿 及 川 真 

〈中 山〉 

三 浦雅子 

〈名 足〉 

阿部 五男 及 川 こえの 

及 川鳥吉 最知 元太郎 

最知洋 一 一 

〈石 浜〉 

阿部き みよ 及 川 武 



千 葉 美 和 子 三 浦 兼 司 

阿部 栄子 三 浦 いさこ 

三 浦 やゑ子 及 川 京 子 

〈港〉 

及 川 啓 太 千 葉 征巿郎 



千 葉 しげ 子 千 葉 愛子 

【行方不明者】 

〈高 区〉 

三 浦 ゆう 梶 原幸秀 

〈韮の 浜〉 

伊藤 すて子 稲葉な つ 

阿部 のり子 

〈寄 木〉 

千 葉 東三郎 石 田 まさ子 

〈伊里前 上〉 

渡 邊久好 山 内弘子 

菅原 かつよ 山 口 恵 美 子 

小山 榮子 久保田 盛 好 

久保 田く に 及 川 勉 

高 橋英子 牧野 典 孝 

〈伊里前 下〉 

及 川 栄 及 川 千代 美 

三 浦 富紀子 守 屋政良 

千 葉幸裕 牧野 兵 一 

小 野 篤実 阿部 佳 恋 

及 川 よし子 

〈泊 浜〉 

高 橋 あさの 及 川う めよ 

高 橋と よこ 

〈中 山〉 

三 浦 初 男 千 葉た か 子 

〈名 足〉 

及 川芳郎 及 川弘子 

最知民 子 三 浦 毅 



千 葉 はつみ 阿部 秀子 

阿部 樹菜 

〈石 浜〉 

佐 藤 猛 佐 藤い つよ 

阿部 正 六 



千 葉 榮 千 葉と めよ 

阿部 長七郎 三 浦 正 一郎 

三 浦 まつ子 三 浦き くの 

三 浦 鶴 雄 三 浦吉男 

佐々 木と めの 千 葉 一夫 

三 浦 亜梨沙 

〈港〉 

千 葉煊子 

東 日本 大震災から 三ケ 

月、 死者 n 名、 行方不明 

者^ 名。 自衛隊 を はじめ 

各 県警の 皆様の 捜索に も 

かかわらず 行方不明者の 

発見が 難航して おります。 

犠牲と なった 方々 の ご 冥 

福 を 心からお 祈りいた し 

ます 




船 もない 資材 もない、 気 も 湧いて こない。 ガレ キの 山から 漁師た ち は 今、 

六 ヶ月 後の 収穫 を 目標に ワカメの 種付け 作業 を 始めた。 今 だに 多くの 行方 不 

明 者が いる。 全国から 応援の 警察の 方々 が 懸命に 捜索 活動 を 続けて いる。 ま 

だま だ 漁に 出て はいけ ない と ジッと 堪えて いる。 悔しさ を 込めて、 一つ一つ 

ガレ キを 片付ける。 出漁す る 日 を 夢見て。 

十月に は 口 —プに 種子 を はさみ、 来年 一月に は 収穫が 待って いる。 真剣な 

表情に も 笑みが こぼれる。 おいしい ワカメ を 消費者が 待って いる。 頑張れ H: 



